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検索津山市　Youtube

市公式Youtubeチャンネル 市ホームページ 内容を
もっと
知りたい人は

教育活動の推進・充実

教育環境の改善・充実

●自分の将来（進路）を自分の力で切り
ひら

拓く
ひとの育成

●ふるさとに誇りと愛着を持ち、自己肯定感
を高め、地域や社会に貢献するひとの育成

学校施設の整備
安全・安心に配慮した
給食の提供

つやま郷土学
●地域人材や郷土施設を活用した授業
つやま子ども未来塾
●歴史や文化、産業を深く知るための企業
　見学、津山産食材を使った調理実習など

つやま郷土学
●地域人材や郷土施設を活用した授業
つやま子ども未来塾
●歴史や文化、産業を深く知るための企業
　見学、津山産食材を使った調理実習など

つやま夢サポート
●津山エリアオープンファクトリーと連携し
　た、地元企業の見学・体験活動
●身近な地域の先輩に学ぶ、企業人・社会人
　との交流

教育委員会活動の活性化
親（保護者）学講座の実施

ＩＣＴ(＊1)環境の整備
小中学校の適正規模・配置

郷土愛 ふるさとを愛し、津山人としての誇りを持って生きていけるひとを育てる

国際的な広い視野での教育
●ＩＣＴを活用した授業や情報教育
●市在住の外国籍の人との交流
多様性を認め合う心の育成

国際的な広い視野での教育
●ＩＣＴを活用した授業や情報教育
●市在住の外国籍の人との交流
多様性を認め合う心の育成

道徳授業の充実
スマートフォン・インターネット対策
道徳授業の充実
スマートフォン・インターネット対策

コミュニティスクール（学校運営協議会制度）
●保護者、地域住民などの学校運営への参加
地域学校協働活動
●地域行事、公民
　館講座などでの
　子どもの活躍の
　場づくり

つながり 社会の中で広い視野を持ち、
人や地域とつながり、互いを認め合って生きていけるひとを育てる

「個別最適な学び」と「協働的な学び」のためのＩＣＴ教育
●日常的なＩＣＴ機器の活用
●不登校や学習支援が必要な子どもへの対応など、個に合わせた支援
●一人ひとりの理解度や状況に合わせた課題を自動構成する、ＡＩ（人工知能）システムの導入
ＩＣＴを活用した先進的な授業の研究
●東京学芸大学、ＮＴＴ西日本・ＮＴＴドコモなどとの連携による、先進技
　術を活用した授業や環境づくり、デジタルコンテンツの開発

「個別最適な学び」と「協働的な学び」のためのＩＣＴ教育
●日常的なＩＣＴ機器の活用
●不登校や学習支援が必要な子どもへの対応など、個に合わせた支援
●一人ひとりの理解度や状況に合わせた課題を自動構成する、ＡＩ（人工知能）システムの導入
ＩＣＴを活用した先進的な授業の研究
●東京学芸大学、ＮＴＴ西日本・ＮＴＴドコモなどとの連携による、先進技
　術を活用した授業や環境づくり、デジタルコンテンツの開発

幼児教育と小学校教育の連携
データの活用による「学びのサイクル」
(＊2)の具体化・見える化

幼児教育と小学校教育の連携
データの活用による「学びのサイクル」
(＊2)の具体化・見える化

長期欠席・不登校への対策
リズムジャンプなどを取り入れた体力の向上
＊2授業改善→家庭学習→確認テスト→補充学習の
　　繰り返しの中で、学習習慣の定着、学びのつま
　　ずきを解消する取り組み

自立 自立して、自己の将来を切り
ひら

拓き、たくましく生きていけるひとを育てる
第3期津山市教育振興基本計画第3期津山市教育振興基本計画

自立し　心豊かにたくましく

＊つなぐ力…人、地域、世界とつながり、共に学び合い、未来へとつないでいく力

「つなぐ力」を育む

安全・安心な学校づくり

津山の歴史・伝統・文化などを学び
大切にする心の育成

ふるさと津山に誇りと愛着を持ち、
社会に貢献できる人の育成

自他を尊重する心の育成

道徳性や規範意識の醸成

人や地域との豊かな人間関係の構築

主体的に学ぶ意欲の育成

確かな学力の向上 健やかな心と体の育成

総合的な連携体制の構築良好な教育環境の
維持・向上

＊1インターネットなどの情報通信技術
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と
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子
ど
も
た
ち
に
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
互
い
の
人

権
や
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。

　

ふ
る
さ
と
津
山
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
将
来
、

社
会
や
地
域
に
貢
献
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き
る
人
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を
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学
校・家
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地
域
が
一
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。

　
こ
の
計
画
は
、
今
後
の
明
る
い
津
山
の
未
来
を
創

る
た
め
の
市
の
教
育
全
体
の
「
道
し
る
べ
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
「
個
別
最
適
な
学

び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　市の教育が目指す方向、取り組む内容
や具体的な目標を定めた、令和４年度～
７年度の計画『第３期津山市教育振興基
本計画』の内容を紹介します。

問教育総務課☎ 32-2112

テレビ津山「こんにちは市役所さん 津山市のこれからの教育について(仮)」
とき　６月16日㈭～７月8日㈮の木曜日＝午後８時30分ほか１回、金曜日＝午前10時30
分ほか２回、土曜日・日曜日＝午後５時30分（放送時間など、変わる場合があります)

教育長　有 本 明 彦


